
 伊東 留美（南⼭⼤学短期⼤学部英語科講師）

 ⼟屋 耕治（南⼭⼤学⼈⽂学科⼼理⼈間学部講師）

概要

 この講座は、「体験学習」という⽅法を⽤いて、楽しく参加しながら⼈間関係の主要領域についての理論と実際を同時
に学びます。更に⼈間関係に関して⾃分⾃⾝の在り⽅に気づき、成⻑の⼿がかりをつかみ実践していくことを⽬指していま
す。ここでは、特に”⾃⼰理解と対⼈コミュニケーション”に焦点を当てて進めていきます。
   この講座は、以下の3つの分野について学びます。

  ①⾃分⾃⾝の価値観・性格・興味など、⾃⼰理解を深めること
  ②話したり聴いたりする時の⾃分の特徴に気づき、話す・聴くというコミュニケーション能⼒を⾼めること
  ③対⼈関係における感情の重要性に気づき、感情表現の多様性と幅を広げる
 
 ご⾃分についてより深く知りたいという⽅、⽇常や仕事上でのコミュニケーションで相⼿の話をよりよく聴けるように
なりたいという⽅など、さまざまな⽅にお勧めです。

【プログラムの内容（予定）】
  ⼩講義「コンテントとプロセス」「体験学習のサイクル」「コミュニケーション・モデル」など
  コミュニケーション実習（実習「聴く」等）とふりかえり
  ノンバーバル・コミュニケーション実習（実習「無⾔の探索」等）とふりかえり
  個⼈の気づきの実習（価値観明確化の実習等）

⽇程
 2015年11⽉7⽇（⼟）10：00〜18：00
        11⽉8⽇（⽇）9：00〜17：00 ⼟⽇集中

定員  36名

会場  南⼭⼤学 Ｄ棟D51教室

受講料  11,200円（税込）

担当講師  伊東 留美 記

  去る２０１５年１１⽉７⽇（⼟）８⽇（⽇）の２⽇間、南⼭⼤学にて「２０１５年度第９９回⼈間関係講座（コミュニ
ケーション）秋」が開講されました。
 今回は、１８名と参加者は前回よりも少なかったですが、教室をゆったりと使うことができ、オープンスペースの開放
的な空間の良さを満喫できました。
 この講座では初⽇（午前）に「ラーニング・トリオ」という３⼈１組のグループを⾃分たちで作っていただいたのです
が、皆さん⼾惑っておられた様⼦でした。
すぐに声をかける⼈、最後まで待っている⼈、緊張感が教室に感じられました。
２⽇⽬は、そうした緊張感がなくなり、休憩中にも⾃然に誰もがお互いに声をかけておられ、教室の雰囲気も変わりまし
た。
 ２⽇⽬終了後、ある受講⽣が他の受講⽣からポジティブなフィードバックをもらい嬉しかった⼀⽅で、本当にそれだけ
でよいのでしょうかというような質問をいただきました。その時は、あまりよいお応えができなかったと思いますが、今
振り返ると２つのことが⾔えるのかなと思います。１つは、この講座が⽇常のコミュニケーションと何か違ったもので
あったということ、もう１つは、グループメンバーに対して、さらなる期待（本⾳を聞きたい）を抱き始めたということで
しょうか。「コンテンツとプロセス」「体験学習のサイクル」「コミュニケーション・プロセス」というミニレクチャと
コミュニケーションに関わる実習を通して、受講⽣の⽅は⼈との関わりの中で起こっている「⽬に⾒えない⼼の動き」に
も意識されるようになり、⾔葉の精度や共感的な関わりにも意識を向けておらま
した。そうしたことが、２⽇間の場の雰囲気を変え、関わりを変え、⾃分や相⼿、場所などに“transformation”（変化）を
起こしていたのかと思います。そして、さらに親密な関わり⽅をしてみたいと思われたのでしょう。再び⽇常の⽣活に戻ら
れた皆さん、⽇々の対⼈関係の中で時々、「⼈間関係講座（コミュニケーション）」の体験を思い出してくださると嬉し
いです。

⼈間関係講座（コミュニケーション）第99回［秋］
―グループの中での⼈間関係の理解と実践のために―
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